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審 査 結 果 の 要 旨
 
 特発性大腿骨頭壊死症は著しく股関節機能が障害される疾患であり，患者の半数以上がステ






 申請者は，雄性日本白色家兎 14 羽に酢酸メチルプレドニゾロン 20mg/kg を投与し家兎ステ
ロイド性骨壊死モデルを作成した．7 羽を対照群とし，残りの 7 羽に電気刺激を 1 日 10 時間，
ステロイド投与日から 2 週間後まで行い電気刺激群とした．ステロイド投与前，投与後 1，5，
10，14 日目に DCE-MRI で骨内の血流を評価した．両大腿骨の関心領域内の信号強度を経時的
にプロットした time signal intensity curveを解析し，評価項目として enhancement ratio（ERと略），





では全評価項目が経時的に増加しステロイド投与後 10, 14 日目で投与前より有意に高値となっ
た．電気刺激群において AUC はステロイド投与後 5 日目以降で，ER は 10 日目以降で，IS は
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